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	応用
	抗原情報
	背景
	α2アドレナリン受容体は、Gタンパク質共役受容体スーパーファミリーに属し、相同性の高い3つのサブタイプ（α2A、α2B、α2C）から構成されています。これらの受容体は、交感神経および中枢神経系のアドレナリンニューロンからの神経伝達物質放出の調節において重要な役割を果たしています。マウスを用いた研究では、心臓の交感神経および中枢ノルアドレナリンニューロンからの伝達物質放出の正常なシナプス前制御には、α2Aサブタイプとα2Cサブタイプの両方が必要であることが明らかになりました。α2Aサブタイプは高刺激周波数における伝達物質放出を抑制しましたが、α2Cサブタイプは低レベルの神経活動における神経伝達を調節しました。この遺伝子は、コード配列にも非翻訳配列にもイントロンを含まないα2Cサブタイプをコードしています。 [RefSeq提供、2008年7月],機能：α2アドレナリン受容体は、Gタンパク質の作用を介して、カテコールアミン誘導性アデニル酸シクラーゼ阻害を媒介する。,多型：Del322-325変異は顕著な機能欠損を示す。アフリカ系アメリカ人では白人に比べて約10倍の頻度で認められる（アレル頻度0.381対0.040）。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	アドレナリン受容体α-2C抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	アドレナリン受容体α-2C抗体を使用したHeLa細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	AR α2Cポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

